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大規模改修による躯体の高断熱化と
自然エネルギーの活用等で節電・省エネ

-E盟軍EEヨ・
当校舎は老朽化が進んでおり、断熱性能の値下や空調設備の劣化等

によるエネルギー使用量の増加が課題。
また、耐震性や少子化による空き教室の増加等の樟勾な問題が顕在

化したことから、 「エネルギーを無駄に使わず、自然エネルギーを活
用した環境|こ配慮した学校」をコンセプトに大規模改修。

具体的には、断熱性能の向上、地中熱及び自然通風の育刻活用、温
度ムラ政善等による空調負荷の僅減、太陽光の有刻活用、 LED照明の
導入等による照明負荷の怪減等によりエネルギー使用量を削減。

・断割畦能の由上
既警の内断熱を残しつつ、さらlこ躯体の外側を断熱するとともに、高断

熱サッシの導入、窓配置の工夫による開口部面積の削減等で、断熱性能を
向上。(開口部は60%程度に削減。〉

・抽申熱の膏姐活用
地中熱ヒートポンプによる床曜房を採用するとともに、オープンスペー

スを増やし空調設備を一体で管理することで、温度ムラを解消し、到率的
な暖房運転を実現。

企万一ブンスペース

・末曙う唱の有姐活用 A天窓
旧校舎では臨しさを防止するため、天気の良い日中にカーテン等で日射

を遮りつつ、照明を点灯して撞業を行うケースが散見されていた。
その疋め、教室の照度分布や輝度バランスを考慮レつつ、窓の配置を工

夫するとともに、教室空間に光を導く天窓や吹き掠けを設置し、太陽光を
有刻活用することで、日中の照明点灯時聞を恒滅。

-彊蹟教育の推進
改修済みの中学校の校舎と異なる省工ネ手法を探用し、省工ネや自然工

ネルギー活用の重要性を実感できる小中一貫での様々な環境教育を実践。
また、地中熱ヒートポンプや太陽光発電設備の稼働状況をモニターで表

示し、ガラス張りの機械室に設置するとともに、床暖房システムや地申熱
探熱管の経路が見える「観察窓」を設けて、教材としても活用。

取組前 3.250 326 .レ ..... ι 
取組笹 1.793 180 

削減率 144.8%1 a脱|
※平成23年4月~平成24年3月と平成25年4月~

平成26年3月の比較。
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企ガラス張りの機械室

-設計・監理
株式会社アトリ工アク
口所在地:札幌市中央区北2条

西26丁目2-12
口事業内容:建築設計・監理

インテリアデザイン
都市・地域計画等

口電話:011-642-1181 

・設計協力
【全般】
地方独立行政法人

北海道立総合研究機構
北方建築総合研究所

【設備設計】
有限会社基設備研究所

【地中熱ヒートポンプ】
株式会社日伸テクノ




